
《黒毛和種子牛の離乳時期》

　離乳は、子牛にとって液状飼料から固形飼料への完全な切
り替えを意味するため、離乳時期を決定する際は、ルーメン

（第一胃）が十分に発達し機能していることが重要です。こ
れまで、黒毛和種子牛の離乳は６～７ヵ月齢が目安とされて
きましたが、近年は、母牛の繁殖機能の早期回復などをね
らって離乳時期は早まっています。

《ルーメンの絨毛組織の発達について》

　飼養管理作業の低減や自給率向上に向けて、放牧が見直さ
れています。中でも、放牧のメリットを最大限発揮できる

「周年親子放牧」という技術では、子牛は出荷まで母牛と同
居しながら放牧し、そこでは粗飼料がエサの主体となりま
す。一方、子牛のルーメンの絨毛組織の成長は、粗飼料の摂
取によってルーメン内で主に産生される酢酸よりも、濃厚飼
料の摂取によってより多く産生される酪酸とプロピオン酸が
促進すると言われています。そこで、粗飼料多給下において
最適な離乳時期を見極めるため、現在広く行われている３ヵ
月齢離乳と、離乳時期を遅らせた7.5ヵ月齢離乳の２区を設
定し、子牛の発育や血液性状などを比較しました。

《３ヵ月齢離乳と7.5ヵ月齢離乳の比較》

　母牛と同居しているか否かを除くと、両区では全て同じ飼
育環境だったにもかかわらず、7.5ヵ月齢離乳区では３ヵ月
齢離乳区と比較し発育成績は大きく向上しました（図１）。
飼料摂取量は、育成期間を通して両区で差はありませんでし
たが、摂取脂肪量と関係がある血漿中総コレステロール濃度
は、7.5ヵ月齢離乳区では離乳まで高値が維持されており、7ヵ
月齢を過ぎても母乳が子牛の栄養源として大きく貢献してい
ると考えられました（図２）。また、液状飼料から固形飼料
への依存度が上がるにつれ上昇するとされる血漿中β-ヒド
ロキシ酪酸濃度は、３ヵ月齢離乳区では離乳により急激に上
昇しますが、7.5ヵ月齢離乳区では月齢とともにゆっくりと
上昇しており、このことから7.5ヵ月齢離乳区では液状飼料
から固形飼料への切り替えがスムーズに行われていることが
わかりました（図３）。

《これから》

　以上のように、子牛にとって、月齢が進んでも母乳は重要

な栄養源であることや、粗飼料多給下ではルーメンの絨毛組
織の発達速度を考えながら離乳時期を決定するのが良い、と
いうことがわかりました。今後は、本研究成果もふまえ、よ
り良い肥育ステージへと導ける子牛育成条件を明らかにして
いきたいと考えています。

粗飼料多給下で離乳時期を遅らせると
子牛の発育は向上する研究情報
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図１／体重の推移

図２／血漿中コレステロール濃度の推移

図３／血漿中β-ヒドロキシ酪酸濃度の推移
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